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農林水産省ブルーカーボンプロジェクトの最終成果報告：

藻場のCO2貯留量算定手法と
藻場の維持・拡大技術の効果について



https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001742416.pdf



Duarte et al. 2025, Nature Climate Change を改変

養殖場の大きさ（ha)

養殖の継続年数

（海藻養殖の炭素貯留はブルーカーボン生態系と同程度）



藻場・養殖
から流出

藻場が減らした海中のCO2の分だけ、
大気のCO2が海中へ吸収される

③深海貯留  
（深海域）

④RDOC貯留
（海水塊）

①堆積貯留
（藻場の中）

➁難分解貯留
（浅海・大陸棚）

海藻養殖

海藻・海草藻場

海中に溶けたCO2

流れ藻

大気中のCO2

藻場から
流出

葉・藻片



海中の別の場所に複数の炭素の貯留庫

植物の寿命

炭素貯留庫の安定性
いずれも100～数千年スケール 80年ほどで成長が鈍化、植林の

  針葉樹は主伐、天然林は数百年～
千年スケール

成長（炭素固定）の安定性
年変動が激しい   規則的に成長

木そのもの（バイオマス）が炭素の貯留庫

海藻：1～10年、海草：10～1000年 50～1000年



約400万haの焼失



日本政府の温室効果ガスインベントリへの登録 2024年4月















地球温暖化対策計画の改訂（2025年2月18日、内閣府閣議決定）





2035，2040年度排出削減目標に関する
対策・施策の一覧より抜粋



藻場面積の比較
・桑江ら（2019）で使用した藻場面積（2008～2010）：約2300㎢
・最新の藻場面積（2018～2020）：約1690 ㎢ のうち、約1200㎢
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農林水産省・みどりの食料システム戦略におけるブルーカーボン推進の工程表



みどりの食料システム戦略 実現技術開発・実証事業のうち
農林水産研究の推進（委託プロジェクト研究）

個別課題名：「ブルーカーボンの評価手法及び
効率的藻場形成・拡大技術の開発」（R2-R6年度）

研究開発の内容・実施体制
課題１．藻場タイプ別の吸収係数評価モデルの開発と

二酸化炭素吸収量の全国評価

全国の藻場分布を構成種タイプ別に分類し、ブルーカーボン貯留量の算定に必須な藻場タイプ別の精緻な
吸収係数評価モデルを開発する。この評価モデルを用い、ブルーカーボン貯留量の全国評価を実施

課題２．ブルーカーボンの増強技術の開発

各海域の藻場の減衰要因に対応した効果的な対策技術を開発し、藻場面積の活動量を増加させる技術開発
を行う。各海域でブルーカーボン生態系を拡大させて、二酸化炭素吸収機能と生態系保全機能を両立させ
る技術開発



委託プロジェクト研究 参画機関

水産研究・教育機構（水産技術研究所・水産資源研究所・水産大学校）
海上・港湾・航空技術研究所（港湾空港技術研究所）

東京大学
広島大学
北海道大学
岩手医科大学

岩手県 水産技術センター
新潟県 水産海洋研究所
千葉県 水産総合研究センター
神奈川県 水産技術センター
京都府 海洋センター
徳島県 水産研究課
愛媛県 水産研究センター栽培資源研究所
大分県 農林水産研究指導センター水産研究部
鹿児島県 水産技術開発センター

山川町漁業協同組合



研究開発の内容・実施体制
１．藻場タイプ別の吸収係数評価モデルの開発と二酸化炭素吸収量の全国評価

・2023年11月   本編       ：算定式、海域・藻場タイプ別の数値 ⇒GHGインベントリで使用
・2024年  9月   実践編１：貯留量算定における藻場の現存量調査の手引き
・2025年内（予定）  実践編２：吸収ポテンシャル・吸収係数の詳細 ⇒最終報告書が年内公開予定

（水産研究・教育機構HPから ⇒ 水産技術研究所 ⇒ 研究情報 ⇒ 沿岸環境・生態系に関する情報）
https://www.fra.go.jp/gijutsu/project/fisheries_ecosystems.html
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課題1：ガイドブック執筆者一覧







※ 吸収ポテンシャル 
対象とする海草・海藻が現存
量1gあたりで貯留するCO2量

（吸収係数は単位面積当たり
で貯留するCO2量）

r2

r3

r4

沈降

r1 (1-r2 -r3 )

(P/Bmax)×Bmax

P/Bmax：現存量当たりの一次生産量（隔離する炭素量）
→ 種ごとに決まっている定数

Bmax：年間で最も繁茂している時期の最大現存量
→ 現場で実測する変数

Ej：葉上の付着微細藻類や混生する他の海藻の現存量が
無視できない場合，追加的な補正を行うための係数．

→ 補正がない場合はE＝１

CO2貯留量算定式



藻場タイプ・海域区分別の吸収ポテンシャル
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藻場タイプ・海域区分別の吸収係数
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藻場タイプ・海域区分別の最大現存量調査の手引き









各貯留プロセス（残存率）の計算



①堆積貯留の算定

②難分解貯留の算定

③深海貯留の算定

④RDOC貯留の算定



課題２．ブルーカーボンの増強技術の開発

各海域の藻場の減衰要因に対応した効果的な対策技術を開発し、藻場面積の活動量を増加させる技術開発
を行う。各海域でブルーカーボン生態系を拡大させて、二酸化炭素吸収機能と生態系保全機能を両立させ
る技術開発

CO2吸収源としての機能 水産業（食料生産）・生物多様性の機能

淡水を使わずに気候変動対策（CO2吸収源）と食料生産を両立できる



全国で9つの試験海域



今後の展開



2035，2040年度排出削減目標に関する
対策・施策の一覧より抜粋



Hoegh-Guldberg et al. (2019)を改変

Offshore renewable energy
（沖合再生可能エネルギーの開発）

Ocean based transport
（海上輸送の脱炭素化）

Seafood (Fisheries)
（水産業の振興）

Blue carbon ecosystems
（ブルーカーボン生態系の保全再生）

DACCS
(CO2回収と海底貯留）

国連等における海洋での気候変動対策の骨子
（パリ協定を達成するための5つのアクション）





UNEP（2023）

沖合で深海輸送を増やす
（CO2貯留量の最大化）

サーキュラーエコノミー



海藻養殖が世界中で始まっている

Naylor et al. （2021）

・海藻はアジアだけでも3000万
トンを超える、うち食用は35％

・海藻養殖は養殖全体の30％、
海面養殖の50％

キリンサイの仲間

マコンブ類

オゴノリの仲間

ワカメ

ノリ

ツノマタの仲間



海藻養殖が世界各国で急速に発展している

中国

https://seaweedinsights.com/global-production/
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世界的な海藻産業・市場の拡大

https://www.alliedmarketresearch.com/seaweed-market

2021年 65億ドル 2031年 146億ドル



世界的な海藻産業・市場の拡大

水産庁HPから引用 https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r05_h/trend/1/t1_4_1.html



Farghali et al. 2022

“食に関わるプラスチック代替”



Jブルークレジットについて



水産庁での動き



水産庁での動き



企業と漁業者の連携の推進：海業となりえるか

漁業者・漁業協同組合・各水産企業などによる地域での活動

ブルーエコノミー（バイオマス・クレジット）に参画する企業等、都市での活動

創出

購入・活用

バイオマス

創出

購入・活用

クレジット 連携



ブルーカーボンで持続的社会の実現へ

ネイチャーポジティブ
（TNFD）

サーキュラー
エコノミー

カーボンニュートラル
（TCFD）

ブルーカーボン

“バイオマス産業”

“生物多様性の
ゆりかご”

“CO2吸収源
の拡大”

“持続的な
食料生産”

“海洋プラスチック削減”
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